
 

 

 

 

 

 

 

 

◇日時 2023年 11月 22日（水）15：30～17：00 

◇会場 東京都議会 6 階南側 第１会議室 

※会場に入るためには、手続きが必要です。都議会棟１階の来庁者

受付までお越しください。そこで入館の手続きとなります。案内者がお

りますのでご案内いたします。 

※YouTube 配信も予定しています。 

  https://youtube.com/live/h_rhK-R37wo?feature=share 

 

開催趣旨 

 東京都八王子市の滝山病院で暴行虐待、不適切医療の問題が発覚してから、9 ヶ月が経ちます。この間にも、

7月末時点までに、22人の入院者が死亡しています。一刻も早い退院、転院が必要です。 

 東京都は東京精神保健福祉士協会の協力を得ながら、滝山病院入院患者への意向調査と、退院・転院を希望し

た方に対する転院調整を行ってきました。しかし、人員体制及び個々の入院患者に対するアセスメント不足等に

より、希望者の 2 割程度が実現されたにすぎません。区市町村は、生活保護受給者の転退院を進めていますが、

これも自治体による取り組みに格差があるのも事実です。そして、100人近い入院者が取り残されているのです。 

 わたしたちは、都議会議員、区市町村議員、支援事業者、障害者団体、市民が協力し、滝山病院入院者の地域

移行に向けた転退院をすすめる全都的体制を作って行きたいと考えています。それは、次のようなイメージです。 

 東京都は、病院に対する指導・監督を強化し、転退院に必要な入院者の情報を、適切に区市町村に伝えること。

区市町村は、法的に、障害者の地域生活に責務を負う立場から、支援事業者と協力し、入院患者の地域移行に向

けた転退院を進めること。支援事業者は、主体的に行政からの情報提供を求め、入院者の受け入れ態勢を進める

こと。東京都内でこれまでに取り組まれてきた退院支援の実践を発展させれば、こうした協力体制は可能です。 

 市民の一員を、精神障害者であるとして、死亡退院率 7割ともされる滝山病院に入院させてきたことについて、

わたしたち自身が黙認してきた事実をとらえ返さなければなりません。虐待、死ぬまで出られないのではという

恐怖、この病院で起きている事実が、精神障害者を、どれほど不安にさせてきたことでしょう。この問題の解決

は、わたしたち自身の責務です。いのちと人権の危機を作り出してきた精神医療体制の改革のためにも、滝山病

院問題の解決を急がなければなりません。 

滝山病院事件を放置しない！ 

入院者の地域移行をすすめよう！ 

１1・２２都議会内集会 

会場では情報保障があります 



◇プログラム 

・主催者・協賛者からの提起 

・区市町村議員からの提起 

・都議会議員からの提起 

・（東京都としてのご発言も要請いたします） 

 

共同主催：地域 でくらすための東京ネットワーク、(NPO)全国精神障害者域

 生活支援協議会（あみ）、(NPO)トモニ、一般社団精神障害者域

 生活支援とうきょう会議、精神科医療の身体拘束を考える会、

兵庫県精神障害者連絡会、「骨格提言」の完全実現を求める大フォ

ーラム実行委員会、人権精神ネット、東京都域 精神医療業務連

絡会、おりふれ通信編集部、東京精神医療人権センター、障害者

の生きる権利を奪い返す会・大田、（NPO）こらーるたいとう 

 

協   賛：地山病院問題 を考える市民と議員の連絡会議、社会福祉法人はら

からの家福祉会、一般社団法人つくろい東京ファンド、一般社団

法人東京都相談支援専門員ネットワーク 

 

 

 

◆この集会に関する連絡先◆ 

 

地域でくらすための東京ネットワーク 

〒131-0033 東京都墨田区向島 3-2-1 向島パークハイツ 1階こらーるたいとう内 

電話 03-5819-3651： ： ： ： FAX03-5819-3652 E-メール地koraru@mub.biglobe.ne.jp 

担当者地加藤眞規子 

当日連絡先地090-6923-2600（担当地古賀） 

mailto:koraru@mub.biglobe.ne.jp

